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(54)【発明の名称】 処置具挿通路を有する内視鏡

(57)【要約】
【課題】処置具を用いる際に使用する内視鏡を取り換え
ても、同一機種であれば何らの調整なしに所定の突出長
で処置具を安全に使用することができ、さらに必要に応
じて処置具の突出長を使用者が自分の好みにセットする
ことができ、しかも挿入部内の内蔵物の配列に影響を及
ぼさない処置具挿通路を有する内視鏡を提供すること。
【解決手段】処置具挿入口３１を操作部２０の上端部付
近に配置すると共に、処置具挿通路を途中で分割して接
続する接続部４０を操作部２０の下端部付近に固定的に
設け、処置具挿通路の長さを処置具挿入口３１と接続部
４０との間において伸縮双方向に可変に形成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】可撓管によって外装された挿入部の基端が
操作部の下端に連結されて、処置具挿通路が上記挿入部
内に全長にわたって挿通配置され、上記処置具挿通路へ
処置具を挿入するための処置具挿入口が上記操作部に配
置されて、上記処置具挿通路を通った処置具の先端が突
出する処置具突出口が上記挿入部の先端に配置された処
置具挿通路を有する内視鏡において、
上記処置具挿入口を上記操作部の上端部付近に配置する
と共に、上記処置具挿通路を途中で分割して接続する接
続部を上記操作部の下端部付近に固定的に設け、上記処
置具挿通路の長さを上記処置具挿入口と上記接続部との
間において伸縮双方向に可変に形成したことを特徴とす
る処置具挿通路を有する内視鏡。
【請求項２】上記処置具挿通路の上記処置具挿入口と上
記接続部との間の部分が、撓むことなく軸線方向に伸縮
するチューブによって形成されている請求項１記載の処
置具挿通路を有する内視鏡。
【請求項３】上記処置具挿入口と上記接続部との間の上
記処置具挿通路の長さを調整したあと固定するための固
定部材が設けられている請求項１又は２記載の処置具挿
通路を有する内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、処置具挿通路を
有する内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡は一般に、主に可撓管によって外
装された挿入部内に全長にわたって処置具挿通チャンネ
ルが挿通配置されていて、その処置具挿通チャンネルへ
処置具挿入を行うための処置具挿入口が、挿入部の基端
に連結された操作部に配置され、処置具挿通チャンネル
を通った処置具の先端が突出する処置具突出口が、挿入
部の先端に配置されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、内視鏡の挿入
部を構成する可撓管は、例え内視鏡の機種が同じであっ
ても製造上のばらつき等により全長が不揃いになり、そ
の結果、処置具挿入口と処置具突出口との間の距離にも
ばらつきがでる。
【０００４】そのため、内視鏡用注射具などのように処
置具突出口からの突出長さを厳密に一定にする必要のあ
る処置具を用いる場合でも、手元側では先端側の突出長
を判断することができないので、処置具に長さ調整機構
を設けたり、長さ調整アダプタを処置具挿入口に取り付
ける等して、その欠点を補っていた。
【０００５】しかし、そのようにして処置具側の長さ調
整を行っても、その処置具を使用する内視鏡を取り換え
る度に調整をやり直さなければならないので、取り扱い
が非常に煩雑で面倒である。
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【０００６】かといって、処置具挿通路の全長を単純に
可変にすると、挿入部内において処置具挿通路（処置具
挿通チャンネル）が波打ったり引っ張られたりして配列
状態が乱れ、光学繊維束等のような他の内蔵物が短期間
に破損する原因になってしまう。
【０００７】そこで本発明は、処置具を用いる際に使用
する内視鏡を取り換えても、同一機種であれば何らの調
整なしに所定の突出長で処置具を安全に使用することが
でき、さらに必要に応じて処置具の突出長を使用者が自
分の好みにセットすることができ、しかも挿入部内の内
蔵物の配列に影響を及ぼさない処置具挿通路を有する内
視鏡を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の処置具挿通路を有する内視鏡は、可撓管に
よって外装された挿入部の基端が操作部の下端に連結さ
れて、処置具挿通路が挿入部内に全長にわたって挿通配
置され、処置具挿通路へ処置具を挿入するための処置具
挿入口が操作部に配置されて、処置具挿通路を通った処
置具の先端が突出する処置具突出口が挿入部の先端に配
置された処置具挿通路を有する内視鏡において、処置具
挿入口を操作部の上端部付近に配置すると共に、処置具
挿通路を途中で分割して接続する接続部を操作部の下端
部付近に固定的に設け、処置具挿通路の長さを処置具挿
入口と接続部との間において伸縮双方向に可変に形成し
たものである。
【０００９】なお、処置具挿通路の処置具挿入口と接続
部との間の部分が、撓むことなく軸線方向に伸縮するチ
ューブによって形成されていてもよい。また、処置具挿
入口と接続部との間の処置具挿通路の長さを調整したあ
と固定するための固定部材が設けられているとよい。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は本発明の第１の実施例の内視鏡を示し
ており、体腔内に挿入される挿入部１０は可撓管により
外装されていて、その基端１０ａが操作部２０の下端に
連結されている。
【００１１】挿入部１０内には、例えば四フッ化エチレ
ン樹脂チューブからなる処置具挿通チャンネル３０が全
長にわたって挿通配置されており、処置具挿通チャンネ
ル３０へ処置具挿入を行うための処置具挿入口３１が操
作部２０の上端部分に突出して配置され、処置具突出口
３３は挿入部１０の先端に開口配置されている。
【００１２】処置具挿通チャンネル３０の基端３０ａ
は、操作部２０の下端近傍に固定配置された吸引操作弁
４０に、ステンレス鋼パイプ製の接続管３２を介して接
続されている。吸引操作弁４０は、操作釦４０ａが押さ
れた時だけ処置具挿通チャンネル３０を吸引チューブ４
１に接続させる公知のものである。
【００１３】接続管３２と真っ直ぐに連通する状態で吸
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引操作弁４０に接続されているステンレス鋼パイプ製の
接続管３４と処置具挿入口３１との間に、撓まずに軸線
方向に伸縮する長さ可変処置具挿通管３９が真っ直ぐに
連通接続されている。長さ可変処置具挿通管３９として
は、例えばシリコンゴムチューブ等を軸線方向に少し引
っ張った状態で用いればよい。
【００１４】突端に処置具挿入口３１が形成されている
筒状の処置具挿入口金３５は、その部分を拡大して図示
する図２に示されるように、操作部２０の外壁部に穿設
された孔に軸線方向に移動自在に嵌挿されている。３６
はその嵌合部をシールするためのＯリングである。
【００１５】そして、処置具挿入口金３５を操作部２０
に押圧固定するための手動ネジ３７が操作部２０内に配
置され、処置具挿入口金３５の内端側から操作部２０内
に延び出す形状に形成された接続管部３５ａの端部に、
長さ可変処置具挿通管３９の端部が接続固着されてい
る。
【００１６】したがって、処置具挿入口金３５を軸線方
向に移動させた任意の位置において、手動ネジ３７を締
め込んで処置具挿入口金３５を操作部２０に固定するこ
とができ、それに合わせて長さ可変処置具挿通管３９が
撓まずに軸線方向に伸縮する。
【００１７】このように構成された実施例の内視鏡は、
図１に示されるように、処置具挿入口３１と処置具突出
口３３との間を連通接続する処置具挿通路が、処置具挿
入口金３５、長さ可変処置具挿通管３９、接続管３４，
３２及び処置具挿通チャンネル３０等によって形成され
ている。
【００１８】そして、吸引操作弁４０から処置具突出口
３３までの主に挿入部１０内の領域においては、処置具
挿通路の長さは固定されていて変えることができず、吸
引操作弁４０から処置具挿入口３１までの操作部２０内
の領域においては、処置具挿入口金３５の固定位置を変
えることにより処置具挿通路の長さ（処置具挿入口３１
と吸引操作弁４０との間の長さ）を変えることができ
る。
【００１９】したがって、内視鏡を製造する際に、例え
ば処置具挿通路内に可撓性のある線状のメジャーを挿入
し、処置具挿入口３１と処置具突出口３３との間の距離
を所定長にセットして手動ネジ３７を締め込むことによ
り、処置具挿通路の全長Ｌが同一製品間においてばらつ
かずに極めて正確な状態に組み付けられる。
【００２０】手動ネジ３７を操作部２０の外部から操作
できるようにすれば、内視鏡の使用者が処置具挿通路の
全長Ｌを所定長又は自分の好み等に任意に合わせること
ができる。
【００２１】なお、長さ可変処置具挿通管３９として
は、図３に示されるように、一本のチューブの途中に特
に伸縮し易い部分３９ａを形成してもよく、例えば、ポ*
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*リウレタン樹脂製チューブの硬度を変化させること等に
より形成することができる。
【００２２】また、図４に示されるように、長さ可変処
置具挿通管３９を直列に二本のパイプ３９Ａ，３９Ｂに
分けてそれらを嵌合接続し、その嵌合部にシール用のＯ
リング３９Ｃを装着してもよい。このようにすれば、パ
イプ３９Ａ、３９Ｂが硬質であっても、全体として伸縮
性を得ることができる。
【００２３】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば、処置具挿通路を、それより先側の
長さ固定領域と長さ可変領域とに分割して接続する接続
部は、操作部２０の下端部付近に固定的に設けられてい
ればよく、それが必ずしも吸引操作弁４０である必要は
ない。
【００２４】
【発明の効果】本発明によれば、同一機種の内視鏡の処
置具挿通路の全長を容易に所定長にセットして、内視鏡
使用者が処置具を用いる際に使用する内視鏡を取り換え
ても、同一機種であれば何らの調整なしに所定の突出長
で処置具を安全に使用することができ、さらに必要に応
じて処置具の突出長を使用者が自分の好みにセットする
ことができる。
【００２５】しかも、処置具挿入口を操作部の上端部付
近に配置すると共に、処置具挿通路を分割して接続する
接続部を操作部の下端部付近に固定的に設け、処置具挿
通路の長さを処置具挿入口と接続部との間において伸縮
双方向に可変に形成したので、挿入部内においては処置
具挿通路の長さが変化せず、挿入部内の内蔵物の配列に
影響を及ぼさないので、光学繊維束の破損が少なくて優
れた耐久性を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の処置具挿通路を有する
内視鏡の全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施例の処置具挿通路を有する
内視鏡の処置具挿入口付近の部分拡大断面図である。
【図３】本発明の第２の実施例の長さ可変処置具挿通管
の縦断面図である。
【図４】本発明の第３の実施例の長さ可変処置具挿通管
部分の略示図である。
【符号の説明】
１０  挿入部
２０  操作部
３０  処置具挿通チャンネル
３１  処置具挿入口
３３  処置具突出口
３５  処置具挿入口金
３７  手動ネジ
３９  長さ可変処置具挿通管
４０  吸引操作弁（接続部）
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